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＝回顧資料Ｂ＝

図書館の貸出システムが電算化されます

図書館の業務電算化がすすみ、いよいよ新年度からコンピュータによる図書の貸出・返却を行うこととなりま

した。

このことに伴って利用者一人ひとりに、数字６桁（うち１桁はチェックデジット）からなる利用者コード（学

生の場合は学生番号に対応している）が与えられ、このコードが新年度から学生証の裏面に付されるため、学生

証の様式も新たに変わることになります。

図書の貸出は、この学生証の利用者コードと、図書に貼っている図書ラベルのコードをＯＣＲハンディスキャナ

ーで読み取ることによって貸出を行います。そのため館外貸出を希望するときは、必ず学生証を提示して下さ

い。提示の無いときは図書の貸出を受けることができませんのでご注意ください。

なお、返却は、図書コードをＯＣＲハンディスキャナーで読み取るだけで処理を行います。図書館閉館後であっ

ても、ブックポストに返却された図書は従来どおり返却の手続きがとられます。

また、図書の返却が遅れた場合、遅れた日数がペナルティとして課せられ、その期間貸出を受けることができ

なくなります。従来の貸出券ごとの停止とやや異なりますが、返却遅れのないようにご留意ください。たまたま

事情があって返却が遅れるようなときは、カウンターへご相談ください。

（附属図書館）
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